Detection of kerosene in gasoline by 塚島 寛 et al.
富山 大学工学 部紀要 第 2 3 巻 1， 2 号 19 72 
自動車ガ ソ リ ン中の灯油の検出
塚 島 寛 ・ 加 藤 勉 ・ 江尻 文雄
Detection of kerosene in gasol ine 
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It was tried to investigate whether kerosene in gasoline could easily and rapidly be 
determined by gas chromatography. Prior to gas chromatography， paraffin，  olefin ，  
naphthene and aromatic hydrocarbons i n  gasoline and kerosene were determined according to 
UOP method . As for gas chromatogram， each area of five peaks selected was subsequent­
ly plotted agél.Ïnst keros巴ne contents， and the resultant areas of peak E and D increased 
more with increased kerosene than those of other peaks. From these areas of peak E and 
D， amounts of kerosene (R brand) in gasoline (R brand) as high as about 5 % could be 
detected under thes巴 conditions. But in case of different brands， it would be difficult to 
determine kerosene in gasoline. 
1. 緒 論
ガ ソリ ン 価格の 昂騰に よ っ て 安 価な 灯油を 混合 した不
良 ガ ソリ γが一時 市街に 出 廻り 問題と な っ て いたが， 公
害の 面か ら 云っ て も 甚だ好 ま しい こと で はなし 、。 ガソリ
ン と 灯油の性状に関 して は JIS K 22 02-1965並びに JIS
K 2203-19 65にそれ ぞれ 規定 さ れ， 同時に こ れに付施し
た分析法 も 石油製品 JIS 分析試験 方法 と して 各種定め
られて い る が， これ ら の試験を 実施す る には 通常 かな り
の 時間 と 種 の々試験装置の 準備が必要であ る 。 自 動車用
ガ ソリ ン中 の 灯油 の 検出 に は これ ら の外， ガソリ ン ない
し灯油 中 の 特定成分を対象に近年発展の 著る しい uvへ
IRペ GC3'その 他の 分析 器機を 利用 して 検出せん と す
る 方法 も 当然考え られ， 本報 も 比較的装置が低廉で， し
か も 操作の極めて簡単な カス ク ロ マ ト グ ラ フ を用 い て 短
時間に混入 灯油が 検出 出来な し 、かを 調べた。 な お ガス ク
ロ マ イ ト グラ フ ィ ー に よ る 成 分の 分離では 分析器の性能
(主に 検知器〉 と 充填剤の選 択が非常に重要な要素であ
り ， 後者に 就て は H. M. Tenny 引の 詳細な報告 も あ る
が， 本報では 灯油 の 混合量の みを手軽に 検知す る こ と を
目 的 と して 日 常分析法では極め て一般的 な 器種 (TCD)
の ガス ク ロ マ ト グ ラ フ と 充填剤 (The rmol-3) と を 用 い
Tこ。
2. 試料および実験方法
試料に は 市販の Rガ ソリン と R灯油と を それぞれー 銘
柄選び， ガス ク ロ マ ト グ ラ フ 使用 に 先だ っ て UOP 法 5，
に よ り タ イ プ分析を お こな い 丙試料の組成を 調べた 。 当
法は a ) オレ フ イ γ系 炭化 水素は Na .S .03 滴定法に よ
る 臭素 価と 密度， 平均沸点 と か ら 求め た 分子 量 よ り ，
b ) 芳香族炭化 水素は密度 と 屈折率 と か ら比 分散値を 求
め て ， c) ナ フ テ ン系 並びにパ ラ フ ィ ン系 炭化水素は全
試料の 屈折率と 先に 求めた オレ フ ィ ン系 お よ び 芳香族系
炭化 水素の含量 とか らそれぞれ算出す る 。
関連数値を まと めて表Iに， ま た 結 果 は 参考のため
FIA 法に より田中 ら引が測定 した値 と と もに表 2に示 し
た (比 較の た め の ナ フ テ ン系， パラ フ ィ ン系 炭化水素の
合計量を 飽和 炭化水素 と して 示 した〉
ガス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に よ る 灯油混合量の測定には
島津 GC -2 B 型を使用 し 灯油混合量を種 々変え て ( 0
-1 00%) カス ク ロ マ ト グラムを とり， ピ ー ク 面積 (半
値 幅法) と 混合量 と の関 係を求めた 。 試料は室温に放置
( 21 ) 
表 2 タ イ プ 分 析
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灯油混合 ガ ソ リ ン のカス ク ロ マ ト グ ラ ム
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Dete ctor ; TCD， Temp. ; 1500C 
Bridge curr. ; 160mA 
Chart speed  ; 20 mm/min 
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図- 1 a 
す る と 低沸点成分が蒸 発して ピ ー ク 面積が変化す る た め
迅速に， かつ試料を 多 く 用いて 変動が大き く 再現性に 乏
しい低沸点の不 用成分を ス ケー ル ア ウ ト さ せ， 必 要 成
分の みを大 き く した。 な お ガ ソリ ン 中に存在が確認 さ れ
て い る n -H exan eを 使 用して 注入器 (仁丹テ ルモ 製)
の 再現性 (30 回注入) を 調べた ところ標準偏差は 2σ =
:l: 1. 646 %であ っ た。 代表的な ガス ク ロ マ ト グ ラ ム と 測
定条件 と を 図 1 に示 した。
3. 結果および考察
石油留分中の 炭化水素成分数は沸点が上昇す る に従 っ
て 急激に増加 し， 異種 炭化水素聞において さ え も 次第に
性質に顕著な差異が みられな く な り 個 の々 成分を確認す
る こと は不可能に近 く な る 。 しか し実 用的には個 の々成
分を知 る こと が さ ほ ど、必要で、な く ， むし ろ 留分の組成を
迅速かつ簡単に得 る こと の方が必要で， か く て 各種 炭化
水素の 主 と して 物理的な 諸性質 と 組成 と に関す る 多数の
情報を 基に 発展 した の がタ イ プ分析お よ び 構造グ ル ー プ
分析法であ る 。 UOP 法は 本来 216 0 C 以 下の沸点を有す
る 炭化水素 留分に対 し て 適 用さ れ る も の で， 灯油に適 用
した場合 幾分誤差は大 き く な る と 思われ る 。
本条件 下の ガ ス ク ロ マ ト グ ラ ム に は成分 ピ ー ク が大小
合わせて ガソリ ンに 19 種， 灯油に 15 穣認め ら れ る が，
灯油の混合に よ っ て ピ ー ク 面積が比較的大 き く 変化 した
も の 5 種 (A， B， C， D， E) を 選び， 組成 (Wt %) 
と ピ ー ク 面積 と の関係を求め図 2 に示 した。 混合 灯油の
検知度は これ ら 曲線の方向係 数 (勾配〉 の 大小か ら 判断
す る こと が で き ， 灯油混合率 0 �50 %では 就中 D と E が
検知に極めて有利な ピ ー ク であ る こと が 判っ た。
図 2 の各曲線が S 字型にな る 理 由 と し て ， F. D. Ros ­
sin F)らは API R es ear ch Project No・ 6 に おいて
Pon ca 原 油 (Oklahoma) から 112 種の 炭化 水 素 を分
離定量 し， ガ ソリ ン 留分中には約 500 種の 炭化水素が存
在可能だ と して お り ， ま た P. V. Blund ell ら8)が n ­
Nonan eを 内部標準に， 15 % シ リ コ ン 油/ケイ ソウ 土，
FID， 昇温 ガス ク ロ マ ト グ ラ フ を 用い て 非オ レ ブ ィ ン系
ガソリ ン 中の Ca �C9 成分を最高 62 種分離 し定量 して
い る こと な どか ら も 判る よ う に， 成分数が 甚だ し く 多い
た め に 本実験に おけ る A， B， C， D， E 並び に そ の 他
の ピ ー ク に して も 単一成分に よ る も の と は限 ら ぬ こと ，
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図- 2 灯油混合率 と ピ ー ク 面積 と の 関係
い な どに よ る も の と 推定 さ れ る 。
本条件では 灯油混合量が 5 %程度 ま では定量可能であ
る が ， 実際には 銘柄に よ っ て 市販品組成にかな り の変動
が ある た め と へ ガソリ ン 中の 低沸点成分が蒸 発す る に
従 っ て 灯油の ク ロ マ ト グラ ム に 類似して く る こと 引な ど
か ら 灯油と ガ ソリ ン の異同識別は ピ ー ク の比高並びにそ
の パタ ー ンか ら或程度可能であっ て も 特定成分を 用いて
定量す る こと は難か しい。 しか し 銘柄の 判明 して い る 場
合には上述の ご と く 5 %程度 ま で定量す る こと が可能で
あ る 。
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